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想定超える被害恐れ

自民農政がもたらした結果
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　店頭から米が消えてい
ます。政府は今回のコメ不
足の原因として▼食品の
値上がりのなか、上昇が
緩やかな米に消費が集ま
った▼訪日客の増加▼高
温、渇水で出回る量の減
少などをあげています。
　しかし根本的な原因は、
米の需要減を理由に、毎年
減産を農家に押し付けて
きたことにあります。コロ
ナ禍の影響もあり、この３

年間で計60万トンも生産
量を減らしてきました。
　政府は減少する米の需
要量に合わせて、生産量
をギリギリに抑えてきたた
め、わずかな需要の増減
で価格が乱高下し、今回の
ように店の棚から米が消
える状況が起こりました。
こうしたことを防ぐため、
政府には生産量や備蓄量
に普段からゆとりを持つこ
とが求められます。

　政府は新米が間もなく出そ
ろうから、備蓄米は放出しない
と言いますが、国民の苦労が
分かっていない無責任なもので
す。備蓄を供給すれば米価が
下がり農家が損をすると政府は
言いますが、農家に手立てをと
ればいいことです。今回の米
不足は時給10円にまで下がっ
た稲作農家の現状を放置して
きた自民党農政の結果です。

　万博への国民の関心は低く、カジノの工事が万博開催と重なり
騒音が大きな問題になるなど、破たんの淵に立たされています。

　一番心配されるのが災害時。
万博協会は「対策が講じられてい
る」と言いますが、専門家は護岸
の倒壊や沈下、津波の遡上、建設
残土の液状化などで大きな被害
となる危険を指摘。夢洲へ行く

陸上ルー
トは橋と
トンネル
しかなく、
通行不能
になればピーク時、１日20万人
超とされる来場者が会場内に取
り残される重大事態に陥ります。

　「万博の華」と言われる海外参加国
が自前で建設する「タイプA」のパビ
リオン。出展は当初の60カ国から47
カ国へ約２割も減。当初予定では「今
年７月には建築工事が完了」でしたが、
８カ国はいまだに着工できていません。

建設業者との契約難航などが原因です
が、背景には超軟弱地盤など夢洲固
有の問題があることは明らかです。

　政府や大阪府市が推進している学
校行事としての万博への子ども動員
は、安全性の保証がなく中止する以外
なくなっています。メタンガス爆発や
災害時のリスクだけではなく、貸し切り
バスで行けば、乗降場から入場ゲート
まで約１㌔（小学校低学年の足で30分）

もかかります。電車だと通勤ラッシュ
と重なると指摘され、トイレもない車
両に約50分間も缶詰め状態となる危
険性が浮上しています。
　夏は熱中症のリスクも心配です。大人
数の子どもを一度に参加させるという
やり方そのものが破たんしています。
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近年の米の需給動向（需要量、生産量）
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